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研究成果の概要（和文）：　宿主-寄生者の関係にある東アジアのミズダニとイモリの種多様性について研究を
大きく進めることができた。成果の一部は２編の論文として国際誌に出版した。まずはミズダニに関して３種を
新種として記載した。宿主のイモリに関しては、属レベルでの分類の変更などがあり、かつミズダニの採取され
たイモリは証拠標本として残っていないことから、宿主の種の分類学的位置について疑問が残されていた。そこ
で分類学的変更を整理した論文を出版した。ミズダニとイモリの分子系統関係の比較については、すでにリボソ
ームと核遺伝子座の塩基配列情報を十分に得ており、信頼に足る系統関係の構築に成功した。

研究成果の概要（英文）：　We well conducted surveys on East Asian water mites and newts of 
parasite-host relationship. A part of results were published in two papers on the international 
journals, in which we described three new species of water mites and revised and updated the 
taxonomy of host newts that have no type specimens left. Comparison between phylogeny of mites and 
newts was examined based on the enough sequence data of ribosomal and nuclear DNA, and we obtained 
reasonable result.

研究分野： 動物系統分類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　水陸環境を利用するイモリとミズダニという宿主寄生者系が創出する種多様性の解明が進んだことは、これま
で調査の進んでいなかった水辺環境での種多様性の解明や、物質循環を担う系の実態を明らかにしたという点で
学術的な意義は大きい。また、イモリの仲間には現地および国際的にも保護されている種も多く、本研究の分類
学的な成果は保全行政上も重要なもので、社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）東アジア〜東南アジアのイモリとミズダニの宿主寄生者系の研究はフロンティアの分野
であった。更に両生類寄生ダニの記載はいくつかなされていたが、宿主であるイモリの方の分
類が間違えていたり、symbiotype が指定されていなかったりなど、混乱や不十分な点が残っ
ていた。また分類の対応だけではなく、両者の系統関係の比較などは全くなされていなかった。 
（２）上記の状況を改善する上でも、イモリの研究者とダニの研究者の間でも情報交換が全く
なく、連携がない状態であった。さらにイモリもダニも分子系統解析をするにも DNA 組織も
なく、また解析すべき遺伝子領域の候補すら選定できていない状況であった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、生活史を通じて水陸の両環境を利用するイモリとミズダニという、宿主寄生
者系の両者の種多様性を明らかにすること。 
（２）上記により水陸環境をまたぐ脊椎動物と無脊椎動物の共種分化や多様性創出機構の実態
を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
（１）東アジア〜東南アジアの丘陵地や山地の湿地や渓流での野外調査を行い、得られたイモ
リと寄生していたダニのサンプルを入手する。サンプルは DNA 採取と証拠標本作成を行って、
多くは現地の博物館に寄贈して、一部は許可を得て日本に持ち帰るか借りる。 
（２）全サンプルについて形態的な調査を行い、未記載種については投稿論文で記載を行う。 
（３）ダニについては形態調査で認められたすべての形態型について、ミトコンドリア DNA
の 28SrRNA 遺伝子 D3 領域の配列を決定する。また次世代シーケンサーを用いて一塩基多型
の変異を調査する。イモリはミトコンドリア DNA の Cytochrome b 遺伝領域の配列を決定す
る。それらのデータより、ダニは形態型の分類学的位置を明確にして、ダニとイモリでは種間
の歴史的生物地理や、形質進化、イモリとダニの共種分化の可能性について検討する。 
 
４．研究成果 
（１）野外調査は代表者と分担者、現地協力者とも行って、新たな産地の発見や、新たなイモ
リとダニの宿主寄生者関係の組み合わせを多く発見することができた。また、関連する近縁な
ダニやイモリのタイプ標本の調査もドイツの博物館などで行った。 
 得られたサンプルの産地を以下の図に示す。寄生ダニを得たのは中国、ベトナム、ラオスの

１２地点である。 
 
（２）得られたダニのサンプルのうち３
２個体について、実体顕微鏡下での形態
観察と同定、分子系統解析をおこなった。 
合計８種を確認して、形態解析の結果か
らは、明らかに未記載種と判明したもの
は、そのうちに３種あり、新種として発
表した（引用文献①）。 
 
（３）イモリについては、全サンプルに
ついて同定をおこない３属１２種を確
認したが未記載種は見つからなかった。
しかし、寄生していたダニとの新たな組
み合わせは見つかった。また、寄生ダニ
が記載された時とイモリの分類が大き
く変わり、属や種名の変更がなされてい
たので、宿主イモ Rいと寄生者ミズダニ

の対応関係の混乱を解消するために寄生関係を整理する論文を発表した（引用文献②）。 
 
（４）イモリの分子系統関係はミトコンドリアの Cytochrome b 遺伝子の解析により属および種
間の系統関係を解明することができた。結果は先行研究の結果と大きくは変わらず、ラオスイ
モリの系統的位置が不明確で課題として残された。 
 ダニの分子系統関係は、おそらくサンプルの状態の悪さによりミトコンドリア DNA の
28SrRNA 遺伝子 D3 領域の配列が決定できなかったものがあり、また、得られた系統樹も解
像度の悪い傾向にあった。そのため MIG-Seq 法を用いた一塩基多型のジェノタイピングを行
うことで、解像度の高い系統樹を描くことができた。 
 ダニの分子系統樹に宿主イモリとの関係を図示したのが以下の図である。一部の種ではダニ
とイモRいが一対一の関係にあり、共種分化の可能性も示唆しているが、同時に多くのイモリ、



しかも複数属の種に寄生する１種のミズダニも見つかった。これからの結果は、ダニとイモリ
は一対一の関係で種分化を繰り返してきたというよりも、むしろ地域ごとにダニ相が異なり、
その地域に生息するイモリに寄生している可能性を支持している。その場合に、イモリの種に
固有のダニの種のいる場合と、多くのイモリに寄生できるダニがしる場合とに分かれているの
であろう。どうしてこのような関係になるのか、さらにサンプルも増やして調査をすることが
課題になった。 
 
 本研究の結果、ダニとイモリの種多様性の実態が明らかになり、さらに両者の間には何らか
の歴史的背景があり、お互いに関係しながら種分化や寄生関係の構築がなされてきた可能性が
示唆された。このことは水陸環境に生息する脊椎動物と無脊椎動物の宿主寄生関係系としては
例の少ないもので、今後はさらに研究を進め、進化的背景の理解を深める余地が残った。 
 一方で、経済発展が著しく、多くの自然環境の破壊されつつある東〜東南アジアの水辺環境
において、このような複雑な種間関係の存在することは、今後の当該地域・国における環境保
全においても有益な情報を提供するものと考えられる。 
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